
負 債 の 部

科     目

【流動負債】

支払手形

電子記録債務

買掛金

未払金

未払費用

未払利息

未払消費税

未払事業所税

未払法人税等

預り金

賞与引当金

役員賞与引当金

店舗閉鎖損失引当金

【固定負債】

長期借入金

退職給付引当金

資産除去債務

負債の部 合計

金     額

】【 372,415

4,700

4,200

65,707

97,200

54,248

43,891

246

19,977

840

22,259

4,746

32,274

7,310

14,813

】【 394,482

130,600

92,194

171,687

766,897

純 資 産 の 部

科     目

【株主資本】

資本金

(資本剰余金)

資本準備金

(利益剰余金)

繰越利益剰余金

純資産の部 合計

金     額

886,111】【

480,000

363,549)(

363,549

42,562)(

42,562

886,111

1,653,009

科     目

資 産 の 部

【流動資産】

現金及び預金

売掛金

商品

仕掛品

貯蔵品

前払費用

未収入金

立替金

【固定資産】

(有形固定資産)

建物附属設備

工具器具及び備品

ＡＭ施設機器

(無形固定資産)

電話加入権

ソフトウェア

(投資その他の資産)

差入保証金

長期前払費用

繰延税金資産

資産の部 合計

金     額

678,293】【

351,258

62,800

226,945

5,385

11,641

15,784

4,470

7

974,715】【

539,908)(

296,856

35,176

207,875

5,359)(

1,695

3,663

429,447)(

317,830

6,076

105,540

1,653,009

(単位：千円)

貸 借 対 照 表

株式会社 プレジャーキャスト

2020年  3月 31日 現在



個 別 注 記 表

株式会社 プレジャーキャスト

自 2019年  4月  1日  至 2020年  3月 31日

Ⅰ.重要な会計方針に係る事項に関する注記

1. 資産の評価基準及び評価方法

(1)棚卸資産

いずれも評価基準は原価法(収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)によっております｡

商 品 総平均法による原価法

貯蔵品 最終仕入原価法による原価法

2. 固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産

定率法

ただし､建物附属設備の一部については定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は、以下の通りであります。

建物附属設備･･･････････････２年～１５年

ＡＭ施設機器･･･････････････２年～２０年

工具器具及び備品･･･････････２年～２０年

(2)無形固定資産

定額法

尚、主な耐用年数は、以下の通りであります。

ソフトウェア(自社利用分)･･･････････５年

(3)長期前払費用

定額法

3. 引当金の計上基準

(1)賞与引当金

従業員に支給する賞与に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

(2)役員賞与引当金

役員に支給する賞与に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

(3)退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、退職金規程に基づく期末要支給額により計上しております。

(4)店舗閉鎖損失引当金

閉鎖等の意思決定により発生する損失に備えるため、閉鎖費用見込額を計上しております。

4.その他の計算書類作成のための基本となる重要な事項

(1)消費税及び地方消費税の会計処理方法

税抜き方式を採用しております｡

(2)連結納税制度の適用

連結納税制度を適用しております。

Ⅱ.株主資本等変動計算書に関する注記

   1. 当事業年度末における発行済株式の種類及び総数

普通株式 26,000株


